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理想自己と現実自己のズレが学校ぎらい感情に及ぼす影響
大塚 翔史１，網谷 綾香２
The Effects of the Gap between the Ideal Self and Real Self on
Feelings of Reluctance to Go to School
Shoji OHTSUKA, Ayaka AMITANI
要 旨
本研究では、理想自己と現実自己のズレおよび友人からの承認が学校ぎらい感情にどのように影響
を及ぼすのかを明らかにすることを目的とした。中学２年生１６０名（男子８０名、女子８０名）を対象に
調査を行い、学校ぎらい感情得点について、自己不一致（H群・M群・L群）と友人からの承認（H
群・L群）を要因とする２要因分散分析を行った。その結果、自己不一致の主効果が１０％水準でみら
れ、自己不一致の高い群、すなわち、理想自己と現実自己のズレが大きい群の方が学校ぎらい感情が
高い傾向があることが明らかになった。また、友人からの承認では主効果が５％水準でみられ、友人
からの承認が低い群の方が学校ぎらい感情が高いことが示された。なお、交互作用はみられなかった。
さらに、性別に関して分析を行ったところ性差は確認されなかった。以上より、今後の学校現場にお
いて理想自己と現実自己のズレをどのように扱っていくのかについて検討していく必要性があると考
えられた。
問題と目的
１．学校ぎらい感情について
近年、不登校やいじめ、学級崩壊など学校にお
ける児童・生徒の適応に関する問題が大きく取り
上げられている。文部科学省が公表した「平成２０
年度児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に
関する調査」によると、平成２０年度に不登校を理
由として年間３０日以上欠席した者の数は、小学校
で全児童数７１２万１，７８１人のうち２万２，６５２人で、
中学校では全生徒数３６０万３，２２０人のうち１０万
４，１５３人である。伊藤（２００８）によれば、ここ数
年、不登校人数は統計的には減少にあるが、不登
校そのものが多様化し、不登校の裾野が広がって
いる。
学校では、別室登校で土俵際ギリギリのところ
で頑張っている「不登校予備軍」や、不登校にも
なれずに親の期待に沿おうと頑張る子どもたちな
ど、出席している子どもたちからの SOSも多い
という。このような子どもたちに注目した研究と
して「学校ぎらい感情」を扱ったものがある。古
市（１９９１）は「学校ぎらい感情」を「一般の児童・
生徒が抱く学校に対する忌避的な感情」と定義し
ている。古市（１９９１）は小学５、６年生と中学１、
２年生を対象として、学校ぎらい感情に及ぼす性
格や、適応傾向の相対的影響力を検討した。その
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結果、小学生より中学生、女子より男子のほうが
学校ぎらい感情が強いことが明らかにされた。ま
た、小学生男子群では学業上の不適応から学校ぎ
らい感情を持つようになること、小学生女子群と
中学生男女群では、主として友人関係上の不適応
から学校ぎらい感情を持つようになる傾向が強い
ことが明らかにされた。また、吉川・高橋（２００７）
によると、中学生において自尊感情と学校ぎらい
感情との間には関係があり、中学１年生から３年
生へと学年が進むにつれて、学校ぎらい感情が学
校生活への不満な状況を促進する要因となってい
ると考えられる。このように、「学校ぎらい感情」
についての研究はなされているが、現在ではおの
おのの研究者が異なった用語を用いて研究を試み
ており（例えば、「登校回避感情」など）、研究の
数自体もそれほど多くない（藤居、２００２）。
２．理想自己と現実自己について
子どもの不登校には様々な背景が考えられる
が、その一つとしていわゆる優等生の息切れタイ
プにみられるような自己の理想設定が高すぎるこ
とが挙げられる。これは、現実の自己に満足でき
ずにさらなる理想を抱き、それに向かって頑張り
続けるが現実の自己とのズレに気づき落胆してし
まうことが一因となっていると考えられる。つま
り、理想自己の高すぎる設定は現実自己とのズレ
を生み出し、そのズレが学校での居心地の悪さな
どのネガティブな感情をもたらすのではないのだ
ろうか。
そもそも理想自己（ideal self）とは、Rogers
（１９６７）によると、個人が非常にそうありたいと
望んでおり、それに最も高い価値おいている自己
概念のことを意味する。また、Higgins（１９８７）
によれば、理想自己とは、「その人自身もしくは
重要な他者から理想的に所有してほしいと求めら
れていると感じる諸属性の表象」であり、義務自
己とは、「その人自身もしくは重要な他者から義
務的に所有しているべきだと求められていると感
じる諸属性の表象」である。これをもとに、Hig-
gins（１９８７）は理想自己と義務自己を個人の目標
である自己の主要な領域としてとらえ、現実自己
とその２種類の自己との不一致が別々の不快感情
に関連しているという自己不一致理論（self-
discrepancy theory）を唱えた。水間（１９９８）は、
この自己不一致理論をふまえて大学生を対象に調
査を行い、各個人が自己に対して設定している理
想自己が自己評価のあり方を左右する基準として
位置づけられていたという。遠藤（１９９２）は、大
学生を対象とした調査の結果、正の理想自己（な
りたい自己）と現実自己との差異は自尊感情と負
の関係にあり、負の理想自己（なりたくない自己）
と現実自己との差異は正の関係にあったという。
これらの研究に見られるように、学校ぎらい感
情について適応傾向や自尊感情との関係は論じら
れている。また、理想自己と現実自己のズレと自
尊感情、自己愛との関係も論じられている（遠藤、
１９９２；小塩・小平、２００５など）。しかし、理想自
己と現実自己のズレが学校に対するネガティブな
感情をもたらす可能性については、十分な検討が
なされていない。特に、中学生は思春期を迎えて
新たな環境の中で生活し始め、ネガティブな感情
が高まりやすいと推測される。そこで、本研究で
はこのような見地に立ち、中学生における理想自
己と現実自己のズレが学校ぎらい感情との関連を
持つのかについて検討する。
これまでの研究において、理想自己と現実自己
ズレを測定する際には、理想自己と現実自己の評
定値の差をもって自己不一致の指標とすることが
多かった。しかし最近では、各個人の自己の側面
をより表れやすくさせるために、「なりたい自分」
について各個人に自由に記述させる個性記述的視
点を導入したものが用いられ始めている（水間、
１９９８など）。この測定表について小平（２００５）は、
記述数を５つに削減し、短時間で測定することが
可能な簡易版自己不一致測定表を作成した。この
測定表は従来の個性記述的手法を用いた研究と対
応する結果が得られており、さらに本人が重要と
みなす理想自己を把握することもできることから
本研究ではこの測定表を用いることとする。
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３．友人関係について
これまでの研究において友人関係が学校ぎらい
感情に影響を及ぼすことが明らかにされている
（古市、１９９１）。村瀬（２０００）によると、中学生
の子どもたちは、非常に親密な関係を求めること
が特徴である。これまでのような「同じクラスだ
から」「家が近所だから」といった条件での友人
選択から、「考え方が似ている」「自分の気持ちを
わかってくれる」というような友人とのつきあい
を求めるようになるという。このことから、中学
生は友人から認められることや集団の一員として
帰属することを重要視していると考えられる。理
想自己と現実自己のズレやその他様々な要因から
学校ぎらい感情が高まったとしても、友人や集団
から認められていれば、学校ぎらい感情は抑えら
れるのではないだろうか。
４．本研究の目的と仮説
以上をふまえ、本研究では理想自己と現実自己
のズレおよび友人からの承認と学校ぎらい感情と
の関連をみることを目的とする。また検討するに
あたり、理想自己と現実自己のズレが大きく、友
人からの承認が低い者ほど学校ぎらい感情が高い
であろうという仮説を立てた。加えて、学校ぎら
い感情が高まった際に、実際に学校を欠席する者
とそうでない者の違いについても検討する。
方 法
対象者
中学校に通う第２学年の生徒１６０名（男子８０名、
女子８０名）。全対象者１６０名のうち、回答に不備が
あった者を除き、最終的に１４７名（男子７２名、女
子７５名）が有効対象者となった。
調査時期
２００９年１２月上旬
手続き
各学級で学級担任が生徒に配布し、自宅に持ち
帰って回答してもらい、後日回収した。
調査内容
フェイスシートに質問の構成および注意事項を
記載し、以下の質問項目に対して回答を求めた。
１．性別
２．理想自己と現実自己のズレ
小平（２００５）の自己不一致測定票を一部修正し
て用いた。まず、“あなたが「こうありたい」と
考えているあなたの状態を思い浮かべてくださ
い。”という教示のもと、対象者に理想の自分の
姿を思い浮かべるように求め、その姿を「～な人
間」、「～の人間」という言葉が続くような形で５
つ記述するように求めた。続いて、それぞれの記
述に関して、実際の自分はその記述にどれほどあ
てはまるのかを５件法で評定を求めた。対象者が
中学生であることから理解しやすくするために、
実際の自分がどれほどあてはまるかについて評定
する際の漢字表記をかな表記に修正した。
なお、小平（２００５）の先行研究と同様に、理想
自己に関する５つの記述の評定値を合計して逆転
させた。また、５つ以下の記述をした対象者が見
られたため、小平（２００５）にならい、自己不一致
の合計得点を記述数で割った値を算出し、「自己
不一致得点」とした。最大値５、最小値１におい
て自己不一致得点が高いほど理想自己と現実自己
のズレが大きく、低いほど小さい。
３．学校ぎらい感情尺度と欠席行動
古市（１９９１）により作成された学校ぎらい感情
測定尺度（１２項目、α＝．８９）を一部修正して用
いた。まず、“次の質問それぞれについて、あな
たの気持ちに一番近い数字を１つだけ選びをつ
けて下さい。”という教示のもと５件法で評定を
求めた。修正は教示の中に、「１つだけ」という
表記を付け加えたことである。
次に、“あなたは、どんなときに学校に行きた
くないと感じますか。”という教示を与え、自由
記述を求めた。そして、その記述に対して“あな
たは、そのときに実際に学校を休むことがありま
すか。あてはまる数字にを１つだけつけてくだ
さい。”という教示で、「１．よくある」、「２．た
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Table１ 自己不一致および友人からの承認に
ついての各群の人数分布
Ｈ群 Ｍ群 Ｌ群
自己不一致
得点 ３．６～５．０ ２．９～３．５ １．６～２．８
人数 ２４ ７６ ４７
（男子１２、女子１２）（男子３８、女子３８）（男子２２、女子２５）
友人から
の承認
得点 ３２．４２～５０．００ １０．００～３２．４１
人数 ７５ ７２
（男子３３、女子４２） （男子３９、女子３３）
まにある」、「３．まったくない」の３選択肢から
１つを選ぶよう求めた。
４．友人からの承認尺度
友人関係においては、友人からの承認に関して
検討を行うため、河村（１９９９）により作成された
学校生活満足度尺度（中学生用）から学級満足度
尺度の承認に関する項目（１０項目、α＝．７６）の
みを採用し、一部修正して用いた。回答は“今の
学校生活をふり返って、質問に対して自分の気持
ちに近い数字にを１つだけつけてください。”
という教示のもと５件法で評定を求めた。修正と
して教示の中に、「１つだけ」という表記を付け
加え、さらに、友人関係について調べることが目
的であるので、項目７の“学校内で私を認めてく
れる先

生

がいると思う。”を“学校内で私を認め
てくれる友

人

がいると思う。”という項目に変更
した。
結 果
１．尺度の信頼性
分析を行う前に、本研究で用いた尺度の信頼性
係数を算出した。その結果、学校ぎらい感情尺度
の Cronbachの信頼性係数は α＝．９１であり、友人
からの承認尺度については Cronbachの信頼性係
数は α＝．８９であった。
２．自己不一致得点および友人からの承認得点に
よる群分け
２つの尺度をそれぞれの得点により群分けし
た。まず、理想自己と現実自己のズレ（以下、自
己不一致）得点である。自己不一致得点について
は、得点の上位２０％と下位２０％を基準とし、１．６
点～２．８点まで、２．９点～３．５点まで、３．６点～５点
までで３群に分けた。それぞれ３つの群を自己不
一致 L群（n＝４７）、自己不一致M群（n＝７６）、
自己不一致 H群（n＝２４）とした。なお、群分け
に際して同じ得点の対象者が存在したため、その
対象者を同じ群に分けた。次に、友人からの承認
得点についても、合計得点の平均値３２．４１点を基
準として用い、１０点～３２．４１点までと３２．４２点～５０
点までとの２群に分けた。前者を友人からの承認
L群（n＝７２）、後者を友人からの承認 H群（n＝
７５）とした。Table１に各群の人数分布を示す。
３．学校ぎらい感情に影響を与える要因
学校ぎらい感情得点の平均値について、自己不
一致の大きさ（H群・M群・L群）と友人からの
承認（H群・L群）を要因とする２要因分散分析
を行った。その結果、自己不一致の主効果が１０％
水準でみられた（F（２，１４１）＝２．４３、p＜．１０）。
そこで、自己不一致についての多重比較（Tukey
法、p＜．０５）を行ったところ、H群と L群の間
に５％水準で有意な差がみられた。よって、自己
不一致 L群よりも H群の方が学校ぎらい感情が
高い傾向があることが分かった。友人からの承認
では主効果が５％水準でみられた（F（１，１４１）
＝５．４９、p＜．０５）。よって、友人からの承認 H群
は、L群に比べて学校ぎらい感情が低いことが明
らかにされた。なお、交互作用はみられなかった
（Table２）。また、性別についても分析を行った
が、差はみられなかった。さらに Pearsonの積率
相関係数を算出したところ、自己不一致と学校ぎ
らい感情では r＝．２１、友人からの承認と学校ぎ
らい感情では r＝－．２３、自己不一致と友人から
の承認では r＝－．２４であった。
４．登校忌避的感情と欠席傾向群についての分析
「どんなときに学校に行きたくないと感じるか
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Table３ 登校忌避的感情についての自由記述
１ 朝、眠いときや起きるのがつらいとき（３１）
２ 疲れているとき（２９）
２ テストがあるとき（２９）
４ 嫌な授業（教科）があるとき（２３）
５ 友達と嫌なことがあったとき（１１）
注：（ ）は出現数を示す。
Table４ 欠席傾向群と出席群の平均値と
標準偏差およびｔ検定
欠席傾向群（n＝２１）出席群（n＝１２５）
平均（標準偏差）平均（標準偏差）自由度 t 値
自己不一致 ３．２４（０．７３） ３．０６（０．６８） １４４ １．０９
学校ぎらい感情３２．３３（１１．１５） ２４．６９（９．０８） １４４ ２．９８**
友人からの承認２７．０５（７．３９） ３３．２６（７．０９） １４４ －３．６９***
注：＊＊p＜．０１、＊＊＊p＜．００１
（以下、登校忌避的感情）」に対して自由記述を
求めた結果、得られた記述について出現数の多
かったもの上位５項目を取り上げた（Table３）。
なお、「疲れている」や「だるい」のように同義
と考えられるものは同じ項目にまとめた。また、
同じ対象者が複数回答した場合はそれぞれを別の
項目として数えた。
さらに欠席傾向群と出席群の抽出を行うため
に、質問項目の回答から「まったくない」とした
者を出席群、「よくある」、「たまにある」とした
者を欠席傾向群とした。なお、欠席傾向群につい
ては、「よくある」を選んだ者はいなかった。有
効対象者１４６名中、出席群は１２５名（男子５６名、女
子６９名）、欠席傾向群は２１名（男子１５名、女子６
名）であった。
欠席傾向群（n＝２１）と出席群（n＝１２５）の差
の検討を行うために、自己不一致得点、学校ぎら
い感情得点、友人からの承認得点について t 検定
を行った。その結果、自己不一致については有意
な差がみられなかったが学校ぎらい感情について
は１％水準で有意な差がみられ（t（１４４）＝２．９８、
p＜．０１）、出席群よりも欠席傾向群の方が得点が
高かった。また、友人からの承認については０．１％
水準で有意な差がみられ（t（１４４）＝－３．６９、p
＜．００１）、欠席傾向群よりも出席群の方が得点が
高いことが分かった。このことから、欠席傾向群
の方が友人からの承認が低いことと、学校ぎらい
感情が高いことが確認された（Table４）。
５．理想自己についての自由記述
自己不一致測定表から得られた理想自己の自由
記述について出現数の多かったもの上位１０項目を
取り上げた（Table５）。なお、「人に好かれる」
や「誰からも好かれる」のように同義と思われる
ものは同じ項目にまとめた。出現数の多かった上
位１０項目をみると、理想自己についての記述は教
示が「～な人間」、「～の人間」に続くよう回答を
Table２ 自己不一致得点および友人からの承認得点ごとにみた学校ぎらい感情得点の平均と標準偏差
および２要因分散分析
自己不一致得点 主効果
交互
作用
H群 M群 L群
自己不一致
友人からの
承認友人からの承認得点 H群 L群 H群 L群 H群 L群
学校ぎらい感情 ２９．６４ ２９．３１ ２２．００ ２９．６７ ２１．７７ ２６．６９ F＝２．４３†
F＝５．４９*
F＝１．７０
得点 （１１．１７）（９．４６）（１０．１２）（９．２２） （７．７１）（９．１４） 多重比較 H＞L （n.s.）
注：†：p＜．１０、＊：p＜．０５
Table５ 理想自己についての上位１０項目の自由記述
１ 優しい（６４） ５ 楽しい（２１）
２ 人に好かれる（６１） ７ 良い（１６）
３ 人から頼られる（３４） ８ 一生懸命な（１４）
４ おもしろい（２３） ９ 頭がいい（１３）
５ 明るい（２１） １０ 努力ができる（１２）
注：（ ）の数は出現数を示す。
理想自己と現実自己のズレが学校ぎらい感情に及ぼす影響 ３０３
求めたので、具体的な理想自己（「サッカーが上
手くなりたい」など）よりも抽象的な理想自己（「優
しい」など）の方が多かった。さらに、対人関係
に関する記述が上位を占めている。
考 察
本研究では、理想自己と現実自己のズレが大き
く、友人からの承認が低い者ほど学校ぎらい感情
が高いであろうという仮説のもと検討を行ってき
た。その結果、交互作用はみられなかったが、自
己不一致と友人からの承認の主効果がみられ、あ
る程度仮説を支持する結果が得られた。そこで以
下、各要因について詳しく考察する。なお、性差
については有意な差がみられなかった。
１．友人からの承認の持つ意味
本研究において友人からの承認が低いほど学校
ぎらい感情が高いことが明らかになった。中学生
の子どもたちは、非常に親密な関係を求めること
が特徴であり、また、青年期には友人への関心や
集団への帰属欲求が高まる（宮下、１９９５）という
ように、友人からの承認は、青年期における友人
に対しての欲求の一つであると考えられる。青年
期である中学生にとって友人という存在のもつ意
味はとても大きいものである。青年期における集
団形成の特徴として、同性の友人による小集団が
形成され、遊びや同じ行動をとることでお互いの
一体感を確認しあう友人関係が挙げられる。友人
集団での規範意識は大人が掲げる規範意識よりも
強まり、少しでも逸脱すると集団から外される。
帰属意識が高まる中学生は外されることを恐れて
自分の気持ちと異なっていても同調してしまうこ
とがある。また、岡安・島田・丹羽・森・矢富
（１９９２）では、中学生は学校生活において「教師
との関係」「友人関係」「部活動」「学業」「規則」
「委員活動」という６つの側面においてストレス
を感じていることが示された。中学生がこのよう
なストレスにどのように対処しているのかという
ことを考えると、教師や親といった大人よりも、
友人に話をすると考えられる。村瀬（２０００）も、
教育相談の経験からも、中学生の子どもたちは自
分自身の内面を大人に知られたくないという気持
ちが非常に強く、なかなか本心を話してくれない
ことが多いと論じている。このように自分の悩み
を友人に相談することが多くなる中学生におい
て、友人からの承認が低下すると、価値観が異な
る者として集団から外され、誰にも悩みを相談す
ることができなくなり、次第に学校ぎらい感情が
高まるのではないだろうか。
２．理想自己と現実自己のズレのもつ意味
理想自己と現実自己のズレが大きいほど学校ぎ
らい感情が高い傾向があることも明らかになっ
た。しかし、主効果は１０％水準でしか確認されて
おらず、相関も有意ではあるものの緩やかな相関
しか確認できなかった。この結果から考えると、
理想自己と現実自己のズレの大きさが学校ぎらい
感情を高めるという側面と、その一方で、大きな
ズレを持ちながらも学校ぎらいには陥っていない
子どもの存在もあるのではないかと考えられる。
交互作用がみられなかったことについても、この
相反する２つの側面があったことが原因ではない
かと考える。以上、この２つの側面についてそれ
ぞれ考察する。
まず、ズレが大きいとなぜ学校ぎらい感情が高
まるのかについてであるが、桂・加藤（１９５９）は、
青年期は理想と現実がかけ離れて理想主義的であ
ると指摘している。また、下仲（１９８０）は、青年
期は現在の自己に対する批判は厳しいという。つ
まり、青年期である中学生は現在の自己に満足す
ることなく、自己に合っていない高すぎる理想を
追い求め続けがちであると考えられる。また、理
想自己と現実自己のズレは「失望・不満」「恥・
ばつの悪さ」といったネガティブな感情を生み出
すこと（榎本、１９９８）、自尊感情および自己評価
の低下を引き起こすこと（遠藤、１９９２；水間、
１９９８；小平、２００５）が明らかにされている。さら
に、学校では常に誰かと顔を合わせなければいけ
ない状況であり、個人の能力や言動などに対して
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何かしらの評価を受けている。理想自己の確立へ
向け努力している途中での評価を受けており、自
己の思いとはかけ離れた評価が学校ぎらい感情を
高めているのではないだろうか。
次に、ズレが大きくても必ずしも学校ぎらい感
情が高まらないという側面について考察する。水
間（１９９８）は、理想自己の水準には、未だ実現し
ていない可能性、これからの自分自身のあり方へ
の期待など、自己形成に対する積極的な意識の強
さが表れていると考えられ、高い水準の理想自己
設定には、自己の発展の可能性への意識の強さと
いう意味を付与することができるという。さら
に、松岡（２００６）は、特に青年期は、これまでの
自分を大きく超えて成長することを望む時期であ
ると述べている。本研究においても高い水準の理
想自己を設定したと推測される子どもたちには、
未だその理想を実現できていないが、理想に向
かって努力しているためズレが大きくなった者が
存在するということになる。つまりこの観点で考
えると、理想自己と現実自己のズレが大きい者で
も、学校ぎらい感情が高くはない者が存在するわ
けで、その者たちを自己の発展の可能性への意識
が高いあるいは将来への期待を抱く者としてとら
えることができる。
３．欠席傾向群と出席群
欠席傾向群と出席群の自己不一致得点には有意
な差はみられなかったが、学校ぎらい感情と友人
からの承認については欠席傾向群と出席群の間に
有意な差がみられた。ここでは、その学校ぎらい
感情と友人からの承認が欠席行動と関連をもつの
かについて考察する。中学生を対象に、学校に行
くのが嫌になったとき、学校を休んでしまう生徒
と、嫌だけれども学校に行く生徒にはどのような
違いがあるのかという視点で調査を行った古市・
辻（２００１）においても、欠席群と出席群において
友人との適応に差があるという結果が得られてい
る。より親密な関係を求めたり、集団への帰属欲
求が高まったりする中学生にとって友人の存在は
大きなものである。やはり、欲求を満たすことの
できないフラストレーションが欠席行動を引き起
こしていると考えられる。
一方で、先述の古市・辻（２００１）によれば、欠
席群と出席群の適応傾向には友人適応の他に学業
適応でも差がみられたという。一概に単一の要因
で考えるのではなく、家庭での問題や教師との関
係といったさまざまな視点から欠席行動を引き起
こす要因について引き続き考える必要があると思
われる。また、欠席傾向群と出席群において自己
不一致の有意な差がみられなかった。その原因の
一つとして人数の偏りがあったことが挙げられ
る。今後は人数の調整を行い、さらなる検討が必
要である。
４．学校現場でできること
これまで学校ぎらい感情について、理想自己と
現実自己のズレおよび友人からの承認との関連を
検討してきた。ここでは、特に先述した理想自己
と現実自己のズレの２つの側面について焦点をあ
て、学校現場でどのようなアプローチができるか
考えていきたい。
まずは学校ぎらい感情を高める大きすぎるズレ
をどのように埋めるかである。学校では、不特定
多数の人に理想自己に向かっている現実自己を評
価される。本人の理想と現実のズレが学校ぎらい
感情を高める要因の１つであると考えられること
から、大きすぎるズレを埋めるためのアプローチ
が必要である。明らかに理想と現実のギャップに
直面して悩んでいる子に対しては、その子の持つ
よさを教師が伝えたり、ありのまま受容したりす
ることで、本人に自己価値を見いださせることが
求められる。
次に、自己のさらなる成長へとつながる可能性
をもつ適度なズレをどのように扱うかである。
Higgins（１９８７）の自己不一致理論をもとに考え
ると、理想自己とのズレを生じさせるためには、
現実自己が存在するということが根底にある。そ
こで、まず自己を知るということが重要であると
思われる。「できていることに気づいていない」
「できていないことに気づいていない」というよ
理想自己と現実自己のズレが学校ぎらい感情に及ぼす影響 ３０５
うに個人において自己の理解度はさまざまであ
る。そこで、内省など自己理解に関するアプロー
チが求められる。自己を知ることは、自分のよさ
に気づくことによるポジティブな感情と、自分の
限界を知ることによるネガティブな感情の両方を
もたらす可能性がある。恥や失望の感覚などネガ
ティブな感情が大きすぎると危険ではあるが、自
己を知ることは、理想とのズレを埋めようとする
ための達成動機となりうることも十分に考えられ
る。また、一時的にネガティブな感情を体験した
としても、子どもたちの中に根底として self-
esteemや周囲のサポート源があれば学校ぎらい感
情を高めることを防ぐことができると思われる。
まとめと今後の課題
今回、理想自己と現実自己のズレが学校ぎらい
感情に影響を及ぼす傾向があるという結果が得ら
れた。個人において重要な理想を掲げ、それに向
かって自己を高めていくことは自己の発展性や成
長といった観点から非常に大切である。中学生を
対象とした本研究において、ズレの２つの側面を
見出せたことは十分な意義をもつのではないだろ
うか。
また、理想自己と現実自己のズレが自尊感情の
低下につながり、学校ぎらい感情へとつながった
と考えられる。しかし、それが果たして理想自己
と現実自己のズレによるものなのか、義務自己と
現実自己のズレによるものなのかについては本研
究においては混同されていた。中学生自身が理想
自己なのかそれとも義務自己なのかということが
理解できていないということも考えられる。こう
した理想自己と義務自己との区別を明確にした上
で分析を行わなければならない。
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